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季節が冬に移り変わり、寒さを肌で感じはじめました。それにもかかわらず、ホストブラザー

は肌を見せて暮らしています。外出先でも、半袖半ズボンで歩く人をたびたび見かけます。タフ

です。新型インフルエンザにより、多大な影響を受けたニュージーランド（以下、NZ と略）で

すが、僕の学校は休校することなく、新しい友達と毎日仲良く学校生活を送っています。 

日本と NZの大きな違いは、学校のなかでたくさん見受けられます。一つは、数多くの教科か

ら自分の好きな教科を選んで 6つに絞るというシステムです。これにより、自分の得意分野を集

中して学べるということと、趣味の合う友達と会えるという利点があります。同じ教科を選んだ

友達とは仲良くなりやすいので、そのようにして友達をつくっていきました。もう一つは、多く

の学校が外国文化を尊重していることです。NZ は、多民族国家で多文化社会です。僕の住むオ

ークランドでは、生徒の半分以上が NZ出身でないという学校がほとんどです。“いろんな国の友

達がたくさんできて、いろんな文化を知ることができた”という、日本ではまずあり得ない体験

ができた喜びがある半面、NZ出身の子を見つけて友達になるということが難しくて苦労します。

アジア人、特に中国人と韓国人が多いので、僕を見て日本人だと思う人はまずいません。面白い

ことに、初対面時には、「あなたはどの国から来ましたか？」ではなく、「あなたは韓国（中国）

人ですか？」という質問をする人が大半です。 

先日、“自国の文化を広めること”が主旨の『インターナショナルウィーク』という 1週間が

あって、そこでやっと自分が日本人であることを表明できました。ちなみに、僕は日本の着物を

着て授業を受けました。非常に寒かったです。また、昼食時には、日本語のクラスを採っている

生徒たちと、たこ焼きとお寿司を作って売ったのですが、たこ焼きの評判はとてもユニークでし

た。たこ焼き器と戯れ喜ぶ生徒、たこ焼きを大量に買っていく生徒、僕の名前を“たこ焼き”と

思っている生徒等々。そんな仲間と触れ合えたことは忘れられない体験です。 

クラブにもたくさん入りました。クラリネットを持参していったのでオーケストラやバンド

に入ることができました。スポーツのほうも、日本であまりできないものをやろうと思ったので、

ホッケーのチームに参加しています。クラブで、ともに励まし合う友達ができたのも貴重なこと

です。NZでも友人と汗をかき努力をし合えることに感動を覚えます。 

最初に書いたように、NZ にはたくさんの移民や外国人がいます。NZの人と出会うことが少な

いので、時々、“本当に、NZにいるのかどうか”、“NZを体験しているのかどうか”を悩みます。

「NZ の文化は、移民によって変えられてしまわないのか？」とホストファーザーに聞いたとこ

ろ、「NZ は、いろいろな人や文化によって変わっていく、それが NZ の文化なんだよ」と話して

くれました。それを聞いてからは、NZ 人ではない人が数多くいることに、負のイメージを持た

なくなりました。英語が聞こえないクラスがある、英語を話さない友達がいる、これらもきっと

NZでの素晴らしい体験なのでしょう。しかし、“日本のような単一民族の国のほうが良い点がた

くさんあるな”と思う時がしばしばあります。 

 つい先日、ホストチェンジをして、現在は新しいホストファミリーと暮らしています。いずれ



のファミリーもとても感じが良く、話しやすい家族ばかりです。 

以前のホストシスターは、2009 年の 3 月に AFS で日本に留学してしまいました（僕にとっては

非常に悲しい出来事です）。そして、新しいファミリーのホストブラザーは、来年 AFS で日本に

行きます。何という偶然でしょう。おかげで、その 2人とは、日本や NZについて、たくさん話

すことができました。2人は時々、日本語で話しかけてきます。僕の返答は英語です。このよう

に、ホストファミリーに恵まれた分、時々以前のホストファミリーシックにかかります。でも、

これからも家に誘ってくださるそうです。ホストチェンジをすることをためらう人もいると思い

ますが（僕もそうでした）、2 つのホストファミリーを持ち、いつでも交流できるのは大変喜ば

しいことです。自分の体験を 2度話すことができ、それぞれ違ったアドバイスをもらうことがで

きるので、ホストファミリーとの交流も 2 倍です。ホストファミリーがいてこその AFS での 1

年間留学なので、毎日感謝を忘れずにたくさんの貴重な体験をしたいと思っています。 

長かったのか短かったのかわからない 4 カ月間が過ぎてたくさんの経験をしました。辛いこ

とも楽しいこともです。それも、今となってはすべてがプラスな体験です。これからも一瞬一瞬

を大事にしてたくさんの人と交流して NZを思う存分味わえたらいいなと思っています。 
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